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Nobel Prize is commonly interpreted as indicator of nation’s scientific and technological 
performance and frequently encourages improving nation’s basic science performance. 
But literature review, there are still few articles that aim to figure out the role of Nobel 
Prize as the indicator of the performance of nation’s scientific community and its 
interplay with science, technology and innovation policy. Previous study is mainly still 
focus on the preference of Nobel Laureates and rarely to use bibliographic data of 
Laureates to evaluate his/her research works and its spillover process. 
 
In our study, we have found that (1) majority of Nobel Laureates starts his core invention 
and/or scientific discoveries around mid-30s, (2) from the in-depth qualitative analysis 
for twenty-one Nobel Laureates from Japan, they have characteristics that (a.) non-
linear path to proceed early scientific carrier, (b.) active collaboration with scientists in 
another disciplines, and (c.) has foreign study experiences to get state-of-the-art 



























本稿では予備的な調査として、(a.) ノーベル賞の受賞・選考プロセスに関する調査, (b.) 
ノーベル賞に係る既存研究の調査および、日本の科学技術政策におけるノーベル賞の役割








図 A. 主なノーベル賞受賞者の国籍の推移  























者の多くは 30 代中盤から後半にかけて受賞に至る重要な研究 (コア研究) を行っているこ
と, (2) コア研究を行う時期は分野により異なり、近年高齢化している分野 (物理学)と若年
化している分野 (化学) が存在すること, (3) 研究から受賞までの年数は近年増加している
























図 B. 日本出身のノーベル賞受賞者による主要研究時の年齢 































けることで新たな財・サービスを生み出す能力 (『吸収能力』) が必要不可欠である(Cohen 





の 5 つから構成されていた。これらの賞に加え、1969 年にはノーベル経済学賞が追加され
たi。2015 年までに、 874 名の個人と 26 の団体が受賞している。受賞者の平均受賞年齢は
59 歳であり、最年少の受賞者は 17 歳(Malala Yousafzai , 2014 年ノーベル平和賞)、最高齢















出身の研究者は 2015 年までに 16 名にのぼる。 
 
ノーベル財団の関連法人であるノーベル・ウェブが運営する Nobelprize.org よりノーベ
ル科学三賞における受賞者の国籍を 1900 年から 2015 年まで 10 年ごとで集計し、授与者
の主な出身国であるアメリカ合衆国、ドイツ、イギリス、フランスおよび日本の受賞者数が































係性に着目した政策的分析, (2) ノーベル賞受賞者の個人的属性や体験に着目した質的分析, 






























1895 年 11 月、以下の遺言を遺したiv。 
 
・（遺産の）利子は、前年に、人類のために最大の貢献をもたらした人々に賞金として毎年
分配されること ("prizes to those who, during the preceding year, shall have conferred the 
greatest benefit to mankind")。 
 
物理学の分野で最も重要な発見または発明をした者 (one part to the person who shall 
have made the most important discovery or invention within the field of physics) 
化学の分野で最も重要な発見又は改良を成し遂げた者 (one part to the person who 
shall have made the most important chemical discovery or improvement) 
医学生理学の領域で最も重要な発見を成し遂げた者 (one part to the person who shall 
have made the most important discovery within the domain of physiology or medicine) 
文学の分野で理想主義的傾向 (ideal direction) にある最も優れた作品を創作した者 
(one part to the person who shall have produced in the field of literature the most 
outstanding work in an ideal direction) 
平和の分野で、国家間の友好、常備軍の廃止又は削減、平和会議の開催や促進のため
に最上、最善の活動をした者 (“one part to the person who shall have done the most or 
the best work for fraternity between nations, for the abolition or reduction of standing 




ー国会から選出された 5 名の委員会メンバーが選出し授与すること (The prizes for 
physics and chemistry shall be awarded by the Swedish Academy of Sciences; that for 
physiology or medical works by the Karolinska Institute in Stockholm; that for literature by the 
Academy in Stockholm, and that for champions of peace by a committee of five persons to 
be elected by the Norwegian Storting.) 
・賞を受ける者は、国籍を考慮せず、スカンジナビア人であるか否かにかかわらず、最もそ
の賞にふさわしい人に与えること (”in awarding the prizes no consideration be given to the 
nationality of the candidates, but that the most worthy shall receive the prize, whether he be 















































 9 月       次年の候補者の推薦依頼を開始 
 1 月 31 日    候補者の推薦締め切り 
 3 月～5 月頃 専門家への依頼 
 6 月～7 月 推薦レポートの作成 
 9 月  王立科学アカデミーが最終候補者についての報告書を受理 
 10 月初旬～中旬 多数決による投票、受賞者発表 
 12 月 10 日   授賞式（コンサートホール）・晩餐会（ストックホルム市庁舎） 












・Lars Bergstrom, Secretary, Nobel Committee for Physics（ノーベル委員会物理学
賞事務局長：2005 年当時） 
・Astrid Gräslund, Secretary to the Nobel Committee for Chemistry（ノーベル委員
会化学賞事務局長：2005 年当時） 
・Alf A. Lindberg, Former Secretary to the Nobel Committee for Physiology and 
Medicine（元ノーベル委員会生理学医学賞事務局長、ノーベル・ウェブ社長: 2004 年
当時） 
・Hans Jörnvall, Secretary to the Nobel Committee for Physiology and Medicine（ノ
ーベル委員会生理学医学賞事務局: 2005 年当時） 
・Görran Hansson, Secretary to the Nobel Committee for Physiology and Medicine
（ノーベル委員会生理学医学賞事務局: 2012 年当時） 
・Svante Lindqvist, Director, Nobel Museum （ノーベル博物館長: 2005 年当時） 














例えば、生理学医学賞では、ノーベル委員会の調査は、19 名から構成される（本委員 5 名、




































































































に影響されるとしている。(橋本 1999) では、1901 年から 1998 年までのノーベル賞受賞
者の分析を行っている。1998 年の段階では、アメリカ合衆国が国籍である受賞者が 247 名
と、全体の 43%であるのに対して、日本人の受賞者は僅か 8 名であったことを議論の出発
点としている。こうした差が生まれる原因として、日本および米国の教育システムの違い、


























(Manniche and Falk, 1957) では、1901 年から 1950 年までのノーベル賞（科学、物理、
医学）受賞者の年齢に関する研究を行っており、受賞に至った研究を行った年齢、受賞した
年齢、研究から受賞までの期間について分析し、医学では比較的受賞に至る年数を要すると













































また、 (Ashton and Oppenheim, 1978) では、化学分野における文献引用とノーベル賞と






(Gingras and Wallance 2010) は”  Why it has become more difficult to predict Nobel 
Prize winners?” と題し、論文データベースを用いることで、研究者の文献引用ランキング
がその後のノーベル賞受賞に及ぼす貢献に関する研究を行っている。筆者は 1901 年から




































3-5. 政策の評価軸としてのノーベル賞: 科学技術基本計画の記述とその影響 
 
平成 7 年に制定された「科学技術基本法」に基づき 5 年毎に制定される科学技術基本計
画においては、第 2 期（2001 年度-2005 年度）、第 3 期（2006 年度～2010 年度）および第




者を欧州主要国並に輩出すること（50 年間にノーベル賞受賞者 30 人程度）」目指すとした。














































































12 月 5 日付の朝日新聞は、ノーベル賞 100 周年記念展日本開催に際して関係者に接待攻勢
をかけているとするアンダース・バラニー事務局長（スウェーデン王立科学アカデミー教
授; 当時）の談話を紹介した(朝日新聞 2001)。英国 The Guardian 紙は 2001 年 12 月 16
日、バラニー物理学賞ノーベル委員会事務局長（当時）のインタビューを引用し、JSPS 事
務所等を通じて関係者に接待攻勢等をかけていると批判した(McKie 2001)。これを引用す
る形で, 同月 17 日には読売新聞が「ノーベル賞取り奔走、日本異常」と題する記事を掲載














（2002 年 3 月 16 日） 





月 17 日） 
































































































うに特定した。(1.) Nobelprize.org 上に記載されている、受賞内容の科学的背景を詳述した 




















学賞の場合 36.6 歳、物理学賞の場合 37.1 歳であった。受賞年代ごとに分類すると, 賞分
類でトレンドが異なることが確認できる(表 1)。 
 
化学賞の場合、1940 年代では平均 32.5 歳で取り組んだコア研究が後のノーベル賞受賞
に結実している。コア研究への着手年は年代ごとに高齢化し、2000 年代には 43.1 歳までコ
ア研究を着手する時期が後退しているが、2010 年代には 32.8 歳まで再び若年化している。
物理学賞の場合、1940 年代に授与された受賞者の場合、平均 29.6 歳でコア研究を開始して














表 1. 受賞分類別、コア研究を行った平均年齢の変遷 






32.57 40.10 29.60 35.32 
(4.78) (8.41) (3.93) (7.95) 
1950 年代 
33.86 37.10 37.15 36.28 
(8.18) (8.40) (6.05) (7.69) 
1960 年代 
34.93 35.80 35.47 35.47 
(10.26) (7.27) (7.08) (8.12) 
1970 年代 
37.47 37.60 35.40 36.72 
(7.87) (7.45) (8.03) (7.85) 
1980 年代 
37.81 34.39 38.82 36.95 
(8.46) (6.47) (9.52) (8.44) 
1990 年代 
39.17 34.10 36.14 36.37 
(5.99) (9.04) (7.58) (7.95) 
2000 年代 
43.14 37.70 39.09 39.95 
(9.39) (7.17) (15.13) (11.61) 
2010 年代 
32.75 37.93 39.00 36.63 
(5.67) (8.19) (9.63) (8.44) 
総計 
37.60 36.59 37.09 37.05 













歳であった。1970 年代の場合、受賞者は平均 36.7 歳でコア研究に着手した後, 約 20 年を
経て、 平均 56.7 歳でノーベル賞を受賞している. コア研究の年齢はほぼ横這いだが。受賞
までに要する年数が長期化し、結果として受賞時の年齢が高齢化していることが確認でき
る。 こうしたトレンドは 2010 年代現在まで継続している。2010 年から 2015 年にノーベ
ル賞を受賞した研究者の場合、平均 36.6 歳でコア研究に着手している。その後、ノーベル











表 2. 受賞年代別ノーベル賞受賞者の属性 











35.32 18.50 53.82 
(7.95) (7.41) (8.86) 
1950 年代 
36.28 15.09 51.37 
(7.69) (9.35) (10.07) 
1960 年代 
35.47 18.32 53.79 
(8.12) (10.14) (10.44) 
1970 年代 
36.72 20.05 56.77 
(7.85) (10.93) (11.21) 
1980 年代 
36.95 21.85 58.80 
(8.44) (12.88) (11.73) 
1990 年代 
36.37 24.52 60.88 
(7.95) (8.94) (10.04) 
2000 年代 
39.95 26.16 66.11 
(11.61) (8.94) (11.65) 
2010 年代 
36.63 29.18 65.82 
(8.44) (11.74) (12.05) 
総計 
37.05 21.98 59.04 


























年数にどのような特徴があるのか。前節に示した海外出身の受賞者群 (対照群; N=425) と
の比較を行うと、日本出身の受賞者の場合、コア研究にとりかかる年齢が、化学賞では 39.3 
歳 (対照群 37.5 歳)、生理学医学賞の場合 38.7 歳 (対照群 36.6 歳)、物理学賞の場合 39.3 
歳 (対照群 36.9 歳)と、おおよそ 2-3 年ほど遅いことが確認できる。また、受賞に至るまで
の年数も、化学賞が 27.6 年 (対照群 22.5 年)、生理学医学賞が 20.6 年 (対照群 22.4 年)、
物理学賞が 24.3 年 (対照群 20.7 年)と、生理学医学賞を除きより長い年数を要しているこ
とがわかる。これにより、ノーベル賞の平均受賞年齢も 64.1 歳と比較的高い。なお、生理
学医学賞の平均受賞年齢が他の賞に比較して若いのは、2012 年ノーベル生理学医学賞を受

























化学賞 39.29 37.50 27.57 22.51 66.86 60.02 
25 
 
生理学医学賞 38.67 36.55 20.67 22.35 59.33 58.90 
物理学賞 39.27 36.92 24.27 20.71 63.55 57.63 




ベル賞受賞者の顔写真 – 右軸)。比較のため 1945 年から 2015 年までにノーベル科学三賞
を受賞した研究者 447 名について、コア研究実施時の年齢を 5 歳間隔で実数表示している
(右軸)。また、化学賞、生理学医学賞、物理学賞それぞれの傾向については各賞ごとに、5 年
毎の受賞者数を比率で表示している(左軸)。ノーベル賞受賞者のうち全体の 25％前後がコ
ア研究を 31-35 歳の段階で実施したのに対し、日本出身のノーベル賞受賞者のうち、5 名が
41-45 歳の段階でコア研究に取り組んだことが確認できる。 
 
図 5. 日本出身ノーベル賞受賞者のコア研究時の年齢 






す(ノーベル賞受賞者の顔写真 – 右軸)。図 5 同様、比較のため 1945 年から 2015 年までに
ノーベル科学三賞を受賞した研究者 447 名について、受賞時の年齢を 5 歳間隔で実数表示
している(右軸)。また、化学賞、生理学医学賞、物理学賞それぞれの傾向については各賞ご
とに、5 年毎の受賞者数を比率で表示した(左軸)。51 歳から 55 歳の段階でノーベル賞を受







図 6. 日本出身ノーベル賞受賞者の受賞時年齢 









研究活動を行う過程について文献情報を用い調査した。それぞれ、図 7 から図 9 に示す(本
稿末尾に添付)。図 7 には 1999 年までにノーベル賞を受賞した湯川秀樹, 朝永振一郎, 江
崎玲於奈, 福井謙一および利根川進の研究者キャリア情報を示す. 図 8 には, 2000 年以後
にノーベル物理学賞を受賞した小柴昌俊, 小林誠, 益川敏英, 南部陽一郎, 赤崎勇, 天野浩, 
中村修二および梶田隆章の研究者キャリアを示す. また図 9 には, 2000 年以後にノーベル
化学賞またはノーベル生理学医学賞を受賞した, 白川英樹, 野依良治, 田中耕一, 下村脩, 















前節同様、 1. 生年および 5.ノーベル賞の授与年および  6. 没年については
Nobelprize.org の情報を参照した。2. および 3. については, ノーベル賞受賞者自身が執筆
した書籍、あるいは所属機関のホームページに基づき情報を収集した上で, 受賞者への確認
を行った。参照した書籍の一覧を Appendix に示す。また 4. については Appendix にて
示したノーベル賞受賞者自身による書籍あるいは所属機関のホームページに記載された研
究の開始年、もしくは、 Nobelprize.org 上に記載されている、受賞内容の科学的背景を詳



















2000 年以降にノーベル化学賞を受賞した科学者全員 (白川英樹, 野依良治, 田中耕一, 





も同様の傾向を示唆できる。山中の場合、1993 年から 1996 年に掛けて実施したアメリ
カグラッドストーン研究所への留学によって、ノックアウトマウスの作成方法を会得す

















表 4. ノーベル賞受賞者の海外での滞在経験とコア研究の時期の関係 
(出所: 各種データに基づき筆者作成) 






































また赤崎、天野および中村の場合、赤崎および天野による 1986 年の青色 LED の発
見が、中村による青色 LED の発見に繋がっている。こうした研究コミュニティ内での
知識創生プロセスは、特許および論文の後方引用情報を用いた引用ネットワーク分析か
らも確認できる。図 10 に、中村による青色 LED 特許を出発点として、当該特許が引
用した学術論文および特許を 5 次まで再帰的に辿ることで作成した引用ネットワーク
図を示すx。日亜化学工業所属時に実施した青色 LED の発明の科学的源泉のひとつが名
古屋大学の赤崎・天野グループに求められることが確認できる。また、2 次的, 3 次的な
引用情報からは、1970 年代において IBM, Bell Telephone Laboratories, RCA 









図 10. 青色 LED の発明に至る知識フロー  























1970 年代の中盤から 1990 年代の中盤にかけて行われていたことが確認できる。前述し
た小林・益川理論は 1973 年に執筆され、赤崎および天野による青色 LED 原理の発見は
1986 年に行われた。野依のキラル触媒による不斉反応の研究は 1980 年に行われ、その




した研究のうち最新のものは、山中が 2006 年に公表した マウス iPS 細胞に関する論文
である(Takahashi and Yamanaka 2006)。 
 
前述したように、ノーベル賞に至るような研究成果を公表してから実際の受賞に至る
までに、2010 年代現在平均 30 年ほどを要する。2000 年以降のノーベル賞受賞者の増加


























































ノーベル科学三賞受賞者を対象とした分析からは、(1) 受賞者の多くは 30 代中盤から後
半にかけて受賞に至る重要な研究 (コア研究) を行っていること, (2) コア研究を行う時期
は, 近年老齢化している分野 (物理学)と若年化している分野 (化学) が存在すること, (3) 

















に高い技術力をもって応えた（七丈他 2013）。また、山中伸弥教授による iPS 細胞の研究
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